
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬貨投入口に投入された硬貨を金種毎に選別して収納し、必要に応じて収納した硬貨を
硬貨払出口へ所定金額払い出すようにした硬貨入出金装置において、
　所定の情報を表示する表示部と、
　払出予定金額のデータを受信することにより、前記硬貨払出口へ払い出す払出予定硬貨
枚数を金種毎に算出する払出予定硬貨枚数算出手段と、
　前記硬貨払出口へ払い出された払出硬貨を金種毎に検出する払出硬貨検出手段と、
　前記払出硬貨検出手段により金種毎に検出した前記硬貨払出口へ払い出された払出硬貨
枚数を金種毎にカウントする払出硬貨枚数カウント手段と、
　前記払出予定硬貨枚数算出手段によって金種毎に算出した前記払出予定硬貨枚数に対し
て、前記払出硬貨枚数カウント手段によって金種毎にカウントした前記払出硬貨枚数の過
不足硬貨枚数を金種毎に算出する過不足硬貨枚数算出手段と、
　前記過不足硬貨枚数算出手段によって金種毎に算出した過不足硬貨枚数情報を金種毎に

前記表示部に表示させる表示手段と、
を備えることを特徴とする硬貨入出金装置。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記過不足硬貨枚数がゼロ以外の場合に、所定金額分の硬貨が正しく
払い出されなかったことを前記表示部に表示させる請求項１記載の硬貨入出金装置。
【請求項３】

10

20

JP 3676623 B2 2005.7.27

金種名表示と対応させて全金種一括して



　前記表示手段は、受信した払出予定金額のデータに基づいて前記払出予定金額を前記表
示部に表示させることを特徴とする請求項１または２記載の硬貨入出金装置。
【請求項４】
　前記払出予定硬貨枚数と前記払出硬貨枚数とに基づいて硬貨払出の際に発生したエラー
を検出し、検出したエラーについてのエラー情報を得るエラー情報検索手段を備え、
　前記表示手段は、前記エラー情報検索手段によって検出した前記エラー情報と、

所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったこと とを
切替自在に前記表示部に表示させることを特徴とする請求項２または３記載の硬貨入出金
装置。
【請求項５】
　前記払出硬貨検出手段は、前記硬貨払出口に至るまで各金種毎に分離独立した硬貨払出
経路中で前記硬貨払出口の直前に設けられていることを特徴とする請求項１、２、３また
は４記載の硬貨入出金装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＰＯＳ (Point Of Sales)端末やＥＣＲ (Electronic Cash Register)等に接続し
て使用される硬貨入出金装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＰＯＳ端末やＥＣＲ等に接続して使用され、硬貨投入口に投入された硬貨を金種毎
に選別して収納し、必要に応じて収納した硬貨を所定金額払い出すようにした硬貨入出金
装置がある。硬貨入出金装置には、操作方法を案内する案内情報やエラーの発生を報知す
るエラー情報等を表示するディスプレイが設けられているものがある。
【０００３】
このような装置では、装置内にエラーが発生して硬貨払出口に所定金額の硬貨が払い出さ
れなかった場合に、エラーの内容を概略的に示すエラーメッセージやエラーを抽象的に示
すエラーコード等をディスプレイに表示することで、キャッシャーに対してエラーの発生
を知らせる。また、取引時に発生したエラーによって釣り銭金額に過不足が生じ、顧客に
対して所定枚数の硬貨が払い出せなかった場合、キャッシャーはＰＯＳ端末等から発行さ
れるレシートに記載されている釣り銭金額から払出予定金額を読み取り、読み取った払出
予定金額から既に払い出されている硬貨の金額を減算することで釣り銭金額の過不足分の
金額を算出し、既に払い出されている硬貨に対して算出した過不足分の金額の硬貨を追加
あるいは回収し、正しい釣り銭金額を顧客に返却する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
取引に際しては、顧客を待たせないことが最優先である。これは、硬貨入出金装置におい
てエラーが発生した場合にも同様であり、エラーが発生した場合にも迅速に対応して正確
な金額の釣り銭を返却することが要求される。
【０００５】
ところが、取引時に発生したエラーについてのエラーメッセージやエラーコード等をディ
スプレイに表示することは、顧客に正しい金額の釣り銭を返却するという目的に対しては
無意味であり、上述した装置では、取引時にエラーが発生することにより釣り銭金額に過
不足が生じた場合に、キャッシャーに対して、正確な金額を迅速に払い出させることがで
きないばかりか、正確な金額の釣り銭を返却するために必要な情報を提供することもでき
ないという問題がある。
【０００６】
また、上述した装置では、取引時にエラーが発生することにより釣り銭金額に過不足が生
じた場合には、キャッシャーがレシートに記載されている釣り銭金額に基づいて過不足金
額を算出し、過不足金額分を既に払い出されている金額に対して回収あるいは追加して正
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しい釣り銭金額を顧客に返却するという作業を行うため、取引に係る金銭の授受作業が煩
雑になりキャッシャーに対して大きな負担がかかるという問題もある。これによって、取
引に時間がかかり、顧客を待たせてしまうという不都合が生じる。
【０００７】
本発明は、エラーの発生によって払出硬貨に過不足が生じた場合にも、キャッシャーに対
して、正確な金額を迅速に払い出させることができる硬貨入出金装置を得ることを目的と
する。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明の硬貨入出金装置は、硬貨投入口に投入された硬貨を金種毎に選別
して収納し、必要に応じて収納した硬貨を硬貨払出口へ所定金額払い出すようにした硬貨
入出金装置において、所定の情報を表示する表示部と、払出予定金額のデータを受信する
ことにより、前記硬貨払出口へ払い出す払出予定硬貨枚数を金種毎に算出する払出予定硬
貨枚数算出手段と、前記硬貨払出口へ払い出された払出硬貨を金種毎に検出する払出硬貨
検出手段と、前記払出硬貨検出手段により金種毎に検出した前記硬貨払出口へ払い出され
た払出硬貨枚数を金種毎にカウントする払出硬貨枚数カウント手段と、前記払出予定硬貨
枚数算出手段によって金種毎に算出した前記払出予定硬貨枚数に対して、前記払出硬貨枚
数カウント手段によって金種毎にカウントした前記払出硬貨枚数の過不足硬貨枚数を金種
毎に算出する過不足硬貨枚数算出手段と、前記過不足硬貨枚数算出手段によって金種毎に
算出した過不足硬貨枚数情報を金種毎に 前記表示
部に表示させる表示手段と、を備える。
【０００９】
　したがって、払出予定金額のデータを受信することにより、払出予定硬貨枚数算出手段
によって硬貨払出口に払い出す払出予定硬貨枚数を金種毎に算出し、払出硬貨検出手段に
よって硬貨払出口へ払い出された払出硬貨を金種毎に検出し、払出硬貨枚数カウント手段
によって払出硬貨検出手段により金種毎に検出した前記硬貨払出口へ払い出された払出硬
貨枚数を金種毎にカウントし、過不足硬貨枚数算出手段によって払出予定硬貨枚数に対す
る払出硬貨枚数の過不足硬貨枚数を金種毎に算出し、表示手段によって過不足硬貨枚数情
報を金種毎に 表示部に表示させることで、キャッ
シャーに対して、払い出された硬貨の過不足を金種毎に案内することが可能になる。
【００１０】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の硬貨入出金装置において、前記表示手段は、前記
過不足硬貨枚数がゼロ以外の場合に、所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったこと
を前記表示部に表示させる。
【００１１】
したがって、表示手段は、過不足硬貨枚数がゼロ以外の場合に、所定金額分の硬貨が正し
く払い出されなかったことを表示部に表示させることで、キャッシャーに対して払出硬貨
枚数の確認を促すことが可能になる。
【００１２】
請求項３記載の発明は、請求項１または２記載の硬貨入出金装置において、前記表示手段
は、受信した払出予定金額のデータに基づいて前記払出予定金額を前記表示部に表示させ
る。
【００１３】
したがって、表示手段は、受信した払出予定金額のデータに基づいて払出予定金額を表示
部に表示させることで、キャッシャーに対して、払い出された金額が払い出す予定の金額
と等しいかの確認を促すことが可能になる。
【００１４】
　請求項４前記表示手段は、請求項２または３記載の硬貨入出金装置において、前記払出
予定硬貨枚数と前記払出硬貨枚数とに基づいて硬貨払出の際に発生したエラーを検出し、
検出したエラーについてのエラー情報を得るエラー情報検索手段を備え、前記表示手段は
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、前記エラー情報検索手段によって検出した前記エラー情報と、
所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったこと とを切替自在に前記表

示部に表示させる。
【００１５】
　したがって、エラー情報検索手段によって払出予定硬貨枚数と払出硬貨枚数とに基づい
て硬貨払出の際に発生したエラーを検出し、検出したエラーについてのエラー情報を検索
し、表示手段によってエラー情報検索手段によって検出したエラー情報と、

所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったこと とを切替自
在に表示部に表示させることで、キャッシャーに対して、必要な情報を表示部に表示させ
ることが可能になる。
【００１６】
請求項５記載の発明は、請求項１、２、３または４記載の硬貨入出金装置において、前記
払出硬貨検出手段は、前記硬貨払出口に至るまで各金種毎に分離独立した硬貨払出経路中
で前記硬貨払出口の直前に設けられている。
【００１７】
したがって、払出硬貨検出手段が硬貨払出口に至るまで各金種毎に分離独立した硬貨払出
経路中で硬貨払出口の直前に設けられていることで、硬貨払出口へ確実に払い出された硬
貨のみを検出することが可能になる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の一形態を図１ないし図５に基づいて説明する。本実施の形態の硬貨入出金
装置は、ＰＯＳ端末に接続して使用される。
【００１９】
図１は、硬貨入出金装置を示す斜視図である。キャッシャーは、図１中手前側に立って操
作を行う。硬貨入出金装置のケース１には、硬貨の投入を受け付ける硬貨投入口２と、所
定金種が所定枚数払い出される硬貨払出口３と、各種操作等のキャッシャーからの入力を
受け付ける操作キー４およびエラーメッセージ等を表示する表示部としてのディスプレイ
５を備える表示キー部６とが設けられている。操作キー４には、押し下げられることによ
って、後述するエラー情報と所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったことを切り換
え自在にディスプレイ表示させる表示切換キー４ａが設けられている。
【００２０】
図２は、硬貨入出金装置を示す平面図である。硬貨入出金装置は、硬貨の投入を受け付け
る硬貨投入部７と、硬貨投入部７に投入された硬貨を装置内部に一枚ずつ搬送する硬貨搬
送部８と、搬送された硬貨を金種毎に選別する硬貨選別部９と、選別された硬貨を金種毎
に収納する硬貨収納部１０と、硬貨払出命令に対応して払い出す硬貨を待機させる硬貨待
機部１１と、硬貨払出命令に応じて必要金額の硬貨を払い出す硬貨払出部１２とから構成
されている。
【００２１】
硬貨投入部７には、投入された硬貨を装置内部に搬入する搬入ベルト１３が、硬貨投入口
２の底面に設けられている。この搬入ベルト１３の上方には、対向する位置において搬入
ベルト１３と反対方向へ回転することにより、硬貨投入口２に複数投入された硬貨を一枚
ずつに分離する分離ローラ１４が配設されている。硬貨投入口２の壁面には、光を発光す
る発光体 (図示せず )と発光体で発光された光を受光する受光体 (図示せず )とで一対とされ
、硬貨が光軸を横切ることにより硬貨投入口２に硬貨が投入されたことを検出する投入口
センサ１５が設けられている。投入口センサ１５は、受光体での受光量の変化によって出
力が変化し、これによって硬貨が投入されたことを検出する。また、この投入口センサ１
５によって硬貨が投入されたことを検出すると、モータ１６ (図４参照 )を駆動することよ
り硬貨搬送部８を駆動して、投入された硬貨を装置内部に搬入する。
【００２２】
硬貨搬送部８には、搬入ベルト１３によって装置内に搬入された硬貨を硬貨選別部９へ搬
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送する硬貨案内路１７が設けられている。硬貨案内路１７は、搬送ベルト１８、１９、２
０で構成され、途中の搬送ベルト１９の後端で搬送方向が変更されて後述する硬貨選別口
２１まで延出されている。また、搬入ベルト１３に連設された搬送ベルト１８は、硬貨の
間隔を広げて搬送するために、搬入ベルト１３よりも搬送速度が速く設定されている。こ
の搬送ベルト１８の下方には、外径チェック部２２とリジェクトオーバーフロー部２３と
が設けられている。外径チェック部２２は、搬送された硬貨の外径によって正貨か偽貨か
を判別する。リジェクトオーバーフロー部２３は、外径チェック部２２により搬送された
硬貨が正貨でないと判別された場合や、硬貨収納部１０に硬貨が満杯である場合に、駆動
部であるリジェクトソレノイド２４ (図４参照 )を駆動させることにより不必要な硬貨を排
除する。これらによって硬貨搬送部８が構成されている。
【００２３】
硬貨選別部９には、搬送ベルト２０の下方に設けられて金種毎に大きさの異なる硬貨選別
口２１が、硬貨の搬送方向上流側から小さい順に形成されている。硬貨搬送部８により硬
貨選別部９へ搬送された硬貨は、所定の外径の硬貨選別口２１に到達した際に、金種毎に
順次硬貨収納部１０へ落下する。硬貨選別口２１には、硬貨収納部１０へ落下する硬貨が
光軸を横切ることによって硬貨が硬貨収納部１０に入金されたことを検出する入金計数セ
ンサ２５が金種毎に設けられている。入金計数センサ２５は、投入口センサ１５と同様の
構造をしており、硬貨が光軸を横切ることにより生じる受光体 (図示せず )での受光量の変
化によって硬貨が入金されたことを検出する。
【００２４】
硬貨収納部１０は、硬貨選別口２１に連設され、金種毎に仕切り板２６によって仕切られ
ている。そして、硬貨収納部１０の底面には、長短二本のエンドレスベルトで構成される
搬送ベルト２７が、金種毎に設けられている。搬送ベルト２７のうち短い方の短搬送ベル
ト２７ａの終端には、全ての硬貨収納部１０を横切るように分離ローラ２８が対向配置さ
れている。搬送ベルト２７のうち長い方の長搬送ベルト２７ｂの後端は、硬貨待機部１１
まで延出し、硬貨待機部１１の底面を構成している。
【００２５】
硬貨待機部１１には、硬貨を一時的に停止させるとともに必要枚数の硬貨を送り出すよう
に動作制御がなされる硬貨ストッパ (図示せず )が、長搬送ベルト２７ｂに対向配置されて
いる。この硬貨ストッパは、払出ソレノイド２９ (図４参照 )に駆動制御され、指定された
硬貨を所定枚数払い出す。硬貨払出口３の直前には、硬貨収納部１０から出金された硬貨
の枚数をカウントし、その硬貨の正偽を判別する払出硬貨検出手段としての出金計数セン
サ３０が設けられている。出金計数センサ３０を硬貨搬送方向において硬貨払出口３の直
前に設けることにより、確実に硬貨払出口３へ払い出された硬貨のみを検出することがで
き、これによって、装置の信頼性を向上させることができる。
【００２６】
特に図示しないが、本実施の形態の出金計数センサ３０は、発振コイルを高周波駆動する
発振回路を有する高周波形発振形の近接スイッチであり、検出体である硬貨の接近を設定
範囲内でとらえ、硬貨を無接触で検出する。このような出金計数センサ３０では、発振コ
イルに硬貨が接近すると硬貨内に誘導電が流れ、この電流によって生じる磁場とコイルと
が磁気結合すると発振コイルの実効インピーダンスの抵抗分が増加し、インダクタンス分
が減少する。出金計数センサ３０では、発振回路の出力を増幅し、整流して得られた波長
データを後述するマイクロコンピュータ (以下マイコンと略す )３１に出力する。
【００２７】
長搬送ベルト２７ｂの終端は、硬貨払出口３に至っており、ここに硬貨払出部１２が構成
されている。
【００２８】
図３は、ディスプレイにおける表示状態を示す説明図である。表示キー部６のディスプレ
イ５の下辺近傍には、５００円、１００円、５０円、１０円、５円、１円の各金種を示す
“５００”、“１００”、“５０”、“１０”、“５”、“１”の数字が付されており、
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ディスプレイ５の各数字に隣接する部分には、５００円、１００円、５０円、１０円、５
円、１円の各金種毎の過不足硬貨枚数等の情報が表示される。待機時のディスプレイには
、図３ (ａ )に示すように、硬貨収納部１０の内の硬貨収納量が表示される。本実施の形態
では、各金種毎の硬貨収納部１０において、硬貨が一枚も収納されていない状態を“Ｅ”
の点灯で表示し、収納されている硬貨が所定枚数以下である状態を“Ｎ”の点灯で表示し
、収納されている硬貨が所定枚数以上である状態を“Ｆ”の点滅で表示し、硬貨が満杯で
ある状態を“Ｆ”の点灯で表示することで、キャッシャーに対して、硬貨収納部１０の内
の硬貨収納量を案内する。ディスプレイに“Ｅ”、“Ｎ”、“Ｆ (点滅 )”、“Ｆ”を表示
することで、キャッシャーに対して、硬貨収納部内の硬貨枚数を適正範囲に維持するよう
に促すことが可能になり、取引中に硬貨不足等のエラーが発生することを未然に防止する
ことが可能になる。収納されている硬貨が所定枚数範囲内である状態は何も表示しない。
【００２９】
また、作業中に硬貨収納部に硬貨が満杯になってしまった場合には、例えば図３ (ｂ )に示
すように“Ｅ８７　シュウノウフル　キナイカクニン”等のエラーコードおよびエラーメ
ッセージを表示することにより、待機中以外に硬貨収納部中に硬貨が満杯になってしまっ
た場合にも対応することが可能になる。
【００３０】
硬貨収納時のディスプレイには、図３ (ｃ )に示すように、“コウカシュウノウチュウ”と
表示され、硬貨払出時のディスプレイには、図３ (ｄ )に示すように、“コウカハライダシ
チュウ”と表示され、これによって硬貨払出作業中であることを報知する。
【００３１】
図４は、硬貨入出金装置が備える各部のうち電気的な接続を示すブロック図である。硬貨
入出金装置は、マイコン３１を内蔵し、このマイコン３１が各部を駆動制御する。マイコ
ン３１は、所定の処理を実行することにより各部を集中的に制御するＣＰＵ３２に、プロ
グラム等の固定的データを格納するＲＯＭ３３と、可変的なデータを書換自在に格納する
ＲＡＭ３４とをバスライン３５を介して接続することにより構成されている。ＲＯＭ３３
には、正貨の波長データ等の固定データが格納されている。ＲＡＭ３４には、後述する払
出予定硬貨枚数や払出硬貨枚数等を記憶する硬貨枚数記憶エリア (図示せず )や、エラー毎
にエラーの内容とエラーメッセージとエラーコードとを対応づけて記憶するエラー情報記
憶エリア等が設けられている。マイコン３１には、ディスプレイ５、操作キー４、投入口
センサ１５、モータ１６、入金計数センサ２５、出金計数センサ３０、リジェクトソレノ
イド２４、払出ソレノイド２９等が各種制御回路 (図示せず )を介して接続されている。マ
イコン３１は、出金計数センサ３０から出力された波長データとＲＯＭ３３に格納された
正貨の波長データとに基づいて、硬貨払出口３に払い出される硬貨を検出し、その正偽を
判定する。出金計数センサ３０によって検出した硬貨が偽貨である場合にはその硬貨の内
部に流れる誘導電流が正貨の場合と異なるため、マイコン３１はこれによって偽貨である
ことを判断する。また、マイコン３１には、ＰＯＳ端末と接続するための通信Ｉ／Ｆ３６
が接続されており、これによってＰＯＳ端末との間でデータの授受を行う。さらに、マイ
コン３１には、モータ１６の駆動開始からの時間を計測するタイマ３７がバスライン３５
を介して接続されている。
【００３２】
次に、ＲＯＭ３３に格納された制御プログラムがＣＰＵ３２に実行させる機能について説
明する。
【００３３】
図５は、硬貨払出処理の概略を示すフローチャートである。まず、ＰＯＳ端末からの釣り
銭金額のデータを受信したと判断するまで待機する (ステップＳ１ )。
【００３４】
ＰＯＳ端末からの釣り銭金額のデータを受信したと判断すると (ステップＳ１のＹ )、受信
した釣り銭金額に基づいて、払い出す硬貨の枚数が最小になるような払出予定硬貨枚数を
金種毎に算出して、算出した払出予定硬貨枚数を硬貨枚数記憶エリアに記憶する (ステッ
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プＳ２ )。ここに、ステップＳ２において、払出予定硬貨枚数算出手段としての機能が実
行される。本実施の形態では、払出予定硬貨枚数は払い出す硬貨の枚数が最少になるよう
に算出する。
【００３５】
次いで、モータ１６を駆動することで、ステップＳ２で算出した払出予定硬貨枚数分の硬
貨を金種毎に払い出し (ステップＳ３ )、払い出された硬貨を出金計数センサ３０によって
金種毎にカウントして硬貨枚数記憶エリアに記憶する (ステップＳ４ )。ここに、ステップ
Ｓ４において、払出硬貨枚数カウント手段としての機能が実行される。本実施の形態では
、タイマ３７によりモータ１６の駆動開始からの時間を計測し、所定時間が経過した時点
でモータ１６の駆動を停止する。
【００３６】
そして、硬貨枚数記憶エリアに記憶された払出予定硬貨枚数と払出硬貨枚数とに基づいて
、払出予定硬貨枚数に対する払出硬貨枚数の過不足硬貨枚数を金種毎に算出し (ステップ
Ｓ５ )、算出した過不足硬貨枚数が“０”であるか否かを判断する (ステップＳ６ )。ここ
に、ステップＳ５において、過不足硬貨枚数算出手段としての機能が実行される。
【００３７】
ここで、本実施の形態の硬貨払出処理において、過不足硬貨枚数を算出する方法について
説明する。図４のフローチャートでは、以下の数式に基づいて過不足硬貨枚数を算出した
。
【００３８】
（過不足硬貨枚数）＝（払出予定硬貨枚数）－（払出硬貨枚数）　…▲１▼
▲１▼式によれば、過不足硬貨枚数が“０”である場合には、硬貨が正確に払い出された
と判断し、過不足硬貨枚数が“０”より小さい場合には、本来の釣り銭金額より多く払い
出されたと判断し、過不足硬貨枚数が“０”より大きい場合には、本来の釣り銭金額より
払い出された硬貨の枚数が少ないと判断する。
【００３９】
ステップＳ６で、算出した過不足硬貨枚数が“０”であると判断した場合には (ステップ
Ｓ６のＹ )、ディスプレイ５の各金種の情報を示す部分に過不足硬貨枚数が“０”である
ことを各金種毎に表示して、硬貨払出処理を終了する (ステップＳ７ )。
【００４０】
一方、ステップＳ６で、算出した過不足硬貨枚数が“０”ではないと判断した場合には (
ステップＳ６のＮ )、所定のエラー検出処理を行う (ステップＳ８ )。ここに、ステップＳ
８において、エラー情報検出手段としての機能が実行される。ステップＳ８で実行するエ
ラー検出処理では、例えば、出金計数センサ３０の出力変化等から硬貨詰まり等のエラー
を検出し、検出したエラーについてのエラーコードとエラーメッセージとをエラー情報記
憶エリアに基づいて得る。なお、ステップＳ８で実行するエラー検出処理については、公
知の技術であるため、本実施の形態では詳細な説明を省略する。
【００４１】
そして、ステップＳ５で算出した過不足硬貨枚数と、例えば図３ (ｅ )に示すような“ツリ
センカクニン”等のメッセージにより報知される所定金額分の硬貨が正しく払い出されな
かったことと、ステップＳ８で検索したエラーコードとエラーメッセージとをディスプレ
イ５に表示して (ステップＳ９ )、硬貨払出処理を終了する。ここに、ステップＳ９におい
て、表示手段としての機能が実行される。本実施の形態では、まず過不足硬貨枚数と所定
金額分の硬貨が正しく払い出されなかったこととを同一ディスプレイ５に表示し、表示切
換キー４ａの押し下げによってこの表示を切り換えて、エラーコードとエラーメッセージ
とを同一のディスプレイ５に表示するようにした。ディスプレイ５に表示する情報を分割
して表示することによって、硬貨入出金装置では小さく設計されがちなディスプレイ５を
有効に活用し、例えば図３ (ｆ )に示すように、“Ｅ２０　コウカツマリ　キナイカクニン
”等のエラーの内容を十分に報知できるエラーメッセージをディスプレイ５に表示するこ
とができ、小さいスペースでも十分な情報を提供することが可能になる。また、エラーコ
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ードやエラーの内容に加えて、“キナイカクニン”等のエラーの解除を促すエラーメッセ
ージをディスプレイ５に表示することで、硬貨収納部１０内の収納硬貨量が不足したり、
逆に収納量が多すぎて硬貨詰まり等のエラーが発生するといったトラブルをより確実に未
然に防止することが可能になる。
【００４２】
【発明の効果】
　請求項１記載の発明の硬貨入出金装置によれば、硬貨投入口に投入された硬貨を金種毎
に選別して収納し、必要に応じて収納した硬貨を硬貨払出口へ所定金額払い出すようにし
た硬貨入出金装置において、所定の情報を表示する表示部と、払出予定金額のデータを受
信することにより、硬貨払出口へ払い出す払出予定硬貨枚数を金種毎に算出する払出予定
硬貨枚数算出手段と、硬貨払出口へ払い出された払出硬貨を金種毎に検出する払出硬貨検
出手段と、払出硬貨検出手段により金種毎に検出した硬貨払出口へ払い出された払出硬貨
枚数を金種毎にカウントする払出硬貨枚数カウント手段と、払出予定硬貨枚数算出手段に
よって金種毎に算出した払出予定硬貨枚数に対して、払出硬貨枚数カウント手段によって
金種毎にカウントした払出硬貨枚数の過不足硬貨枚数を金種毎に算出する過不足硬貨枚数
算出手段と、過不足硬貨枚数算出手段によって金種毎に算出した過不足硬貨枚数情報を金
種毎に 表示部に表示させる表示手段と、を備える
ので、払出予定金額のデータを受信することにより、払出予定硬貨枚数算出手段によって
硬貨払出口に払い出す払出予定硬貨枚数を金種毎に算出し、払出硬貨検出手段によって硬
貨払出口へ払い出された払出硬貨を金種毎に検出し、払出硬貨枚数カウント手段によって
払出硬貨検出手段により金種毎に検出した前記硬貨払出口へ払い出された払出硬貨枚数を
金種毎にカウントし、過不足硬貨枚数算出手段によって払出予定硬貨枚数に対する払出硬
貨枚数の過不足硬貨枚数を金種毎に算出し、表示手段によって過不足硬貨枚数情報を金種
毎に 表示部に表示させることで、キャッシャーに
対して、払い出された硬貨の過不足を金種毎に案内することが可能になり、キャッシャー
に対して、正確な金額を迅速に払い出させることができる。
【００４３】
請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の硬貨入出金装置において、表示手段は、過
不足硬貨枚数がゼロ以外の場合に、所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったことを
前記表示部に表示させるので、過不足硬貨枚数がゼロ以外の場合に、表示手段によって所
定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったことを表示部に表示させることで、キャッシ
ャーに対して払出硬貨枚数の確認を促すことが可能になり、作業の正確性を向上させるこ
とができる。
【００４４】
請求項３記載の発明によれば、請求項１または２記載の硬貨入出金装置において、表示手
段は、表示部に払出予定硬貨枚数を表示させるので、表示手段によって表示部に払出予定
硬貨枚数を表示させることにより、キャッシャーに対して、払い出した金額が払い出す予
定の金額と等しいかの確認を促すことが可能になり、キャッシャーに対して払出金額の確
認を促すことが可能になり、作業の正確性を向上させることができる。
【００４５】
　請求項４記載の発明によれば、請求項２または３記載の硬貨入出金装置において、払出
予定硬貨枚数と払出硬貨枚数とに基づいて硬貨払出の際に発生したエラーを検出し、検出
したエラーについてのエラー情報を得るエラー情報検索手段を備え、表示手段は、エラー
情報検索手段によって検出したエラー情報と、 所定金額分の硬
貨が正しく払い出されなかったこと とを切替自在に表示部に表示させるので
、エラー情報検索手段によって払出予定硬貨枚数と払出硬貨枚数とに基づいて硬貨払出の
際に発生したエラーを検出し、検出したエラーについてのエラー情報を検索し、表示手段
によってエラー情報検索手段によって検出したエラー情報と、
所定金額分の硬貨が正しく払い出されなかったこと とを切替自在に表示部に
表示させることで、キャッシャーに対して、必要な情報を表示部に表示させることが可能
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になり、キャッシャーが必要とする情報を選択することで、顧客に対して迅速に対応させ
るとともに装置に対してエラーの解除等の対応を迅速に行わせることができる。
【００４６】
請求項５記載の発明によれば、請求項１、２、３または４記載の硬貨入出金装置において
、払出硬貨検出手段は、硬貨払出口に至るまで各金種毎に分離独立した硬貨払出経路中で
硬貨払出口の直前に設けられているので、払出硬貨検出手段が硬貨払出口に至るまで各金
種毎に分離独立した硬貨払出経路中で硬貨払出口の直前に設けられていることで、硬貨払
出口へ確実に払い出された硬貨のみを検出することが可能になり、装置の信頼性を向上さ
せることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】硬貨入出金装置の全体を示す斜視図である。
【図２】その平面図である。
【図３】ディスプレイにおける表示状態を示す説明図である。
【図４】硬貨入出金装置が備える各部のうち電気的な接続を示すブロック図である。
【図５】硬貨払出処理の概略を示すフローチャートである。
【符号の説明】
２　硬貨投入口
３　硬貨払出口
５　表示部
３０　払出硬貨検出手段
Ｓ２　払出予定硬貨枚数算出手段
Ｓ４　払出硬貨枚数カウント手段
Ｓ５　過不足硬貨枚数算出手段
Ｓ８　エラー情報検出手段
Ｓ９　表示手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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